
 

 

 

 

 

 「中国の首都 見チャイナ 食べチャイナ はじけチャイナ」という研修テーマを設定し、中学

部４１人が９月２０日（火）から三泊四日の修学旅行に行ってきました。  

旅行１日目、白雲空港から、北京首都空港へ出発しました。到着後、「天壇公園」を見学。五穀

豊穣を祈ったという廟の周囲を囲む回音壁の前で友達と会話したり、手を叩いたりして、響きを確

かめていました。夕食は「全聚徳」で北京ダックに舌鼓を打ちました。  

旅行２日目、朝早く「八達嶺」（万里の長城）へ出発しました。長い長い石畳を歩き、中国の悠

久の歴史を感じながら、４１人全員が男坂の頂上まで到達しました。涼しい風の吹く秋の気候の中、

大変気持ちの良い汗を流すことができました。その後、「明の十三陵」、「頤和園」を見学、夕食

に中華料理を、その後は、伝統演劇「京劇」の鑑賞をしました。言葉が不慣れな生徒にも理解でき

るところも多く、楽しく鑑賞できました。  

 旅行３日目、「天安門広場」、「故宮」、急な階段を上りきった後での「景山公園」からの眺め

はひとしおでした。「鳥の巣」を見学し、「煙袋斜街」でお土産等の買い物をし、ホテルで夕食を

取った後は、クラスレクレーションをしました。それぞれの班ごとに出し物を披露しました。マジ

ック、お笑い、寸劇と、生徒たちの趣向の凝らした出し物に終始笑いが絶えないひとときでした。 

旅行最終日。「盧溝橋」、「前門」で研修をした後、空港へ、それから広州に戻って参りました。

全日程晴天に恵まれ、非常に思い出に残る修学旅行となりました。    
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